
早崎稉吉日記  明治 36年(1903) 

 

 明治 36 年２月単身中国に渡った早崎は，３ヶ月ほど北京に滞在した後，西安市にある三原大学堂に

向かっている。以後３年半あまり，ここで教鞭を執る一方，東京帝室博物館の嘱託として西安のある陝

西(せんせい)地方の文化財調査を行っている。 

 西安に到着する５日前には「箱根八里」の歌詞で有名な函谷関(かんこくかん)を通っている。掲出の

５月６日には潼関を経て中国五岳の一つで，道教の聖地華山を，７日はその麓の華嶽廟や玉泉院を訪れ

ている。 

 日記欄外には「カビ子※ 蕐廟 二枚／仝※ 蕐山一 無憂※一」（７日付）など撮影メモも記され

ている。 

    ※ ガラス乾板のサイズ。約１２㎝×１６．５㎝ 

    ※ 「同」と同じ 

    ※ 華山にある道教寺院玉泉院にある建物の一つ 
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